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1総務省における教育情報化の取組

○小学校10校※１、中学校8校※２、特別支援学校2校※２を対象に、タブレットＰＣ（全児童生徒
１人１台）や電子黒板（全普通教室１台）、無線ＬＡＮ等のＩＣＴ環境の利活用を推進

○ＩＣＴ化の成果
大きく表示して発表 多様な考え方を共有

発表資料を全員に転送 画面を見ながら話し合い

※ 文科省との連携事業

１．背景

２．フューチャースクール推進事業（平成22年度～平成25年度）

役割 平成２２～２５年度実施事業 平成２５年度予算額

総務省
（主として情報通信技術面）

フューチャースクール
推進事業

４．９億円

文科省
（主としてソフト・指導面）

学びのイノベーション事業 ２．６億円

※１：平成２２～２４年度（なお、２５年度は文科省事業の下で継続）、※２：平成２３～２５年度

○我が国の教育でのＩＣＴ利活用がＯＥＣＤ加盟国の中でも
低水準。
○小学校、中学校ではＰＣ教室はあるが、授業でほとんど
使用されていないのが実情。

＜授業（国語）におけるコンピュータの使用状況＞
（ＰＩＳＡ ２００９年（平成２１年）デジタル読解力調査結果)



2総務省における教育情報化の取組

○フューチャースクール推進事業の課題に対応するため、クラウド等を活用して、学校・家庭を問わない継続
した学習や、多種多様な端末に対応した低コストの教育ＩＣＴシステムを確立し、その成果を普及モデルとし
て推進する。

○学校の⾼速ブロードバンド接続、１⼈１台の情報端末配備、電⼦⿊板、無線LAN環境整備、デジタル教科書・教材の活⽤等、
初等教育段階から教育環境⾃体のＩＴ化を進め、児童⽣徒等の学⼒の向上とITリテラシーの向上を実現。

○2010年代中にはすべての⼩学校、中学校、⾼等学校、特別⽀援学校で教育環境のIT化を実現するとともに、学校と家庭がシー
ムレスでつながる教育・学習環境を構築する。

※ 文科省との連携事業３．先導的教育システム実証事業（平成26年度～）

※３ １地域４校：小・中・高・特別支援学校

役割 平成２６年度以降の事業 平成２６年度予定額（要求額）

総務省
（主として情報通信技術面）

先導的教育システム実証事業 ５．５億円（１４．９億円）

文科省
（主としてソフト・指導面）

先導的な教育体制構築事業 １．２億円（４．０億円）

※フューチャースクール推進事業の課題
導入・運用コストの増大、学習内容等
の分散保存・管理等

③については、今後の全国展開を見据えて、地域の教育情報化への取組、通信環境、学校の
規模等を踏まえながら、教育情報化の普及モデルとなる３地域※３（予算要求時は１０地域）を選
んで実証事業を実施

○「秋の行政事業レビュー」（総務省・文部科学省合同）において、これまでの事業効果検証が十分といえない
ことから、先導的教育システム実証事業についても①コスト抑制に関する成果指標を設定すべき、②国民
にもわかりやすく、理解される工程表を示すべき、③実証数を絞り込むべきと指摘

４．行政改革推進会議「秋の行政事業レビュー」（平成25年11月14日）

①及び②については、本懇談会において、構成員の意見等を踏まえながら、コスト指標を設定
するとともに、工程表を作成する。



3先導的教育システム実証事業（Ｈ２６～）

○学校授業と家庭学習の連携
○教育分野のＩＣＴ化のコスト削減
○学習履歴を活用したきめ細かい指導

実現するもの

家庭

＜家庭学習＞

学校

＜学校間連携＞＜授業・校務＞

先導的な教育ＩＣＴシステム

シームレスな
学習環境

教育・学習クラウドプラットフォーム
豊富なデジタル教材
（HTML5コンテンツ）

（文科省と連携）

学校間
連携支援

学習者
支援

教員
支援

防災拠点
実現

学校家庭
の連携

学習記録
データ

ビッグデータ分析

学習
データ

最適な
学習教材の提供

＜通信教育・塾＞

民間教育事業者

シームレスな
学習環境

○どこでも学べる教育の場を提供
○自治体・教育委員会の負担軽減
○学習履歴を分析・解析する新規ビジネスの創出

新規
ビジネス創出

クラウド等を活用して、学校・家庭を問わない継続した学習や、多種多様な端末に対
応した低コストの教育ＩＣＴシステムを確立し、その成果を普及モデルとして推進する。

※クラウドやブラウザの国際標準技術（HTML5）を活用したプラットフォームを新たに構築（実証地域：３地域）

総務省Ｈ２６予定額：５．５億円
文科省連携事業Ｈ２６予定額１．２億円）



4

教育・学習分野のＩＣＴ化の方向性

○小・中・特別支援学校２０校の全教室に
電子黒板と無線ＬＡＮを整備し、一人に一台
のタブレットＰＣを配布して授業に活用。

ＩＣＴドリームスクール懇談会

背景

これまでの取組

今後は最先端ＩＣＴを取り込んで
より実践的な利活用と普及推進
が求められる。

１．地域・世帯年収を問わない学習機会の提供
・地域や世帯年収の違いによる学習機会（塾など）の格差をＩＣＴを

用いて是正
２．ビッグデータ解析による生徒の進捗に応じた学習

・生徒一人一人の学習履歴をビッグデータとして活用し、個々の進
捗に応じた学習環境の提供

３．クラウド技術を用いた学びの場の拡大
・生徒が「いつでも」「どこでも」学習できる環境の実現
・先生同士が教材・素材を共有できる環境の実現
・民間教育資源の相互活用（学校・家庭・塾間のシームレス化）

等

最近の動向

○インターネット回線のブロードバンド化に
よる動画などのリッチコンテンツの台頭

○ビッグデータビジネスの可能性
○クラウド技術の進展

ＩＣＴドリームスクール懇談会

◆主な検討事項
・ＩＣＴを活用した今後の教育・学習環境のあり方
・実現すべきＩＣＴモデルの具体化
・今後の展開方策

ＩＣＴドリームスクールの実現

【参考】 

 ①フィンランドではｉＰａｄで個々の生徒の得意・不得意の分野 

    を把握することで生徒に応じた教育を実践 

 ②アメリカなどでは、MOOCs
ム ー ク ス

※（大規模公開オンライン講座）や 

    反転授業等、新しい学習スタイルの登場 

※Massive Open Online Courses

学力の
向上に貢献



5ＩＣＴドリームスクール懇談会 今後の検討スケジュール（案）

６月 ７月 ８月 ９月

第１回
６／６

第２回 第３回 第４回

教育情報化の
現状、利活用
状況等
・事務局等からの説明
・討議

個別課題の検討

・構成員等からの説明
・討議

論点整理

・構成員等からの説明
・討議

中間
取りまとめ


